
令和５年度山形県いじめ問題対策連絡協議会 

 

日 時 令和５年６月１６日（金） 

１３：３０～１４：３０ 

場 所 県庁講堂（オンライン併用） 

 

次  第 

 

１ 開  会 

 

２ 知事あいさつ 

 

３ 協  議 

 

（１）令和４年度におけるいじめに関する調査結果報告等について  

 

（２）いじめ問題等への対応及びいじめの防止等に向けた取組について 

   

（３）関係機関及び団体の令和４年度いじめの防止等に係る取組の報告 

     及び令和５年度いじめの防止等に係る事業計画等について 

 

４ そ の 他      

 

 

５ 閉  会  

 

「いじめ」とは、児童等に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍する等、当該児

童等と一定の人間関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を与える行

為（インターネットを通じて行われるものを含む）であって、当該児童等が心身の苦

痛を感じているものをいう。（「いじめ防止対策推進法」） 



敬称略

番号 機関 役職名 氏　名 備考

1 吉村　美栄子

2 山形県いじめ問題審議会
山形県いじめ問題審議会長
（東北文教大学短期大学部子ども学科長） 奥山　優佳

3 山形県青少年育成県民会議 山形県青少年育成県民会議会長 津田　浩

4 山形県医師会 県立こころの医療センター院長 神田　秀人

5 山形県弁護士会 弁護士 青柳　紀子

6 山形県公認心理師・臨床心理士協会 山形県公認心理師・臨床心理士協会長 伊藤　洋子

7 山形地方法務局 山形地方法務局人権擁護課長 熊谷　雅文

8 山形県PTA連合会 山形県ＰＴＡ連合会長 武田　靖裕

9 山形県PTA連合会母親委員会 山形県ＰＴＡ連合会母親委員長 髙橋　あゆみ

10 山形県高等学校ＰＴＡ連合会 山形県高等学校ＰＴＡ連合会長 古沢　和明 （欠席）

11 山形県特別支援学校ＰＴＡ連合会 山形県特別支援学校ＰＴＡ連合会長 五十嵐　満 オンライン

12 山形県私立中学高等学校ＰＴＡ連合会 山形県私立中学高等学校ＰＴＡ連合会長 福島　宏一 （欠席）

13 山形県私立幼稚園・認定こども園協会 山形県私立幼稚園・認定こども園協会会長 千葉　亮子 （欠席）

14 山形県私立中学高等学校協会 山形県私立中学高等学校協会理事 佐藤　佳彦

15 山形県市町村教育委員会協議会 大江町教育委員会教育長職務代理者 山家　貴代

山形県市町村教育委員会協議会教育長会長 金沢　智也

オンライン

17 山形大学附属学校運営部 山形大学附属学校運営部副部長 加藤　健司

18 山形県連合小学校長会 天童市立山口小学校長 小沼　裕佳理 オンライン

19 山形県中学校長会 山形市立山寺中学校長 高橋　郁子 オンライン

20 山形県高等学校長会 山形県立天童高等学校長 高橋久美子

21 山形県特別支援学校長会 山形県立ゆきわり養護学校長 鑓水　直子 （欠席）

22 山形県教育委員会 山形県教育委員会教育長 髙橋　広樹

山形県警察本部長 丸山　彰久

山形県総務部長 小林　剛也

25 山形県しあわせ子育て応援部 山形県しあわせ子育て応援部長 西澤　恵子

26 山形県福祉相談センター 山形県福祉相談センター所長 阿良　正輝

山形県知事

16 山形県市町村教育委員会協議会教育長会

23 山形県警察本部

24 山形県総務部

令和５年度山形県いじめ問題対策連絡協議会委員名簿

（代理：上山市教育長　横戸　隆）

（代理：生活安全部長　阿部　喜彦）

（代理：県高等教育政策・学事文書課長　古瀬　隆志）



1 調査期間
Ｒ ４ 年度：令和 ４ 年４月１日～令和 ５ 年３月３１日
Ｒ ３ 年度：令和 ３ 年４月１日～令和 ４ 年３月３１日
Ｒ ２ 年度：令和 ２ 年４月１日～令和 ３ 年３月３１日

2 いじめの状況
（１）学校種別いじめの認知件数

（２）いじめの解消状況
　① 各年度調査時の状況

　 　② 令和３年度認知分の令和４年度末の状況

　 　③　令和２年度認知分の令和４年度末の状況

　 （３）いじめの発見のきっかけ（全校種合計）
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令和４年度いじめに関する定期調査（本県独自調査）の結果について
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資料１



（４）期間中に認知した、いじめの態様（複数回答）

① 件 件 件 件

② 件 件 件 件
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３　過去３年間の学年別認知件数（小中高）
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番号①～⑨は表の態様を表す。
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〇　令和４年度の県全体のいじめの総認知件数は、前年度比92.6％と減少している。校種別では、小学校が前年度比
　91.3%、高校が83.1%と減少、中学校と特別支援学校で微増となっている。特に小学校では全ての学年で認知件数が減
　少しており、コロナ禍の生活を踏まえた指導や、いじめの未然防止の取組みが浸透してきたことが要因の１つと考え
　られる。一方、中学校では、中学校入学による学習環境や人間関係の変化等の影響が関係し、今年度も１年生で認知
　件数が多くなっている。
〇　「いじめ発見のきっかけ」としては、「アンケート調査等学校の取組により発見」が約77.3％と高く、「本人から
　の訴え」「本人の保護者からの訴え」も含めると全体の94.9％となった。アンケート後の面談をセットで実施してい
　る学校が多く、その面談からも多くのいじめ認知につながる情報が得られている。定期的なアンケートや面談の実施
　が、児童生徒の相談しやすい環境づくりにもつながっている。
〇　いじめの態様等については、言葉や誹謗中傷に関わる項目の割合が減少しているが、「金品を隠されたり、盗まれ
　たり、壊されたり、捨てられたりする」の増加割合が高くなっている。研修等での教職員の指導力向上とともに、
　児童生徒のつながりを重視した未然防止の取組みを一層推進していくことが大切である。

＜分析＞
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1 学校数
Ｒ４年度： （ ）

2 いじめの状況
（１）いじめの件数及び学年別内訳

（２）いじめの解消状況

　① 各年度調査時の状況

　 　② 令和３年度認知分の令和４年度末の状況

　 　③　令和２年度認知分の令和４年度末の状況

（３）いじめの発見のきっかけ
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229

811

件

件数

件

1,675 10,051

1,457件

件-163

件

割合

件

件

-7

割合

92.0%

割合

％ 11,010

解消に向けて取組中

％ 0

件数

件

73.8



1 学校数
Ｒ４年度： （ ）

2 いじめの状況
（１）いじめの件数及び学年別内訳

　

（２）いじめの解消状況
　① 各年度調査時の状況

　 　② 令和３年度認知分の令和４年度末の状況

　 　③　令和２年度認知分の令和４年度末の状況

（３）いじめの発見のきっかけ
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（４）期間中に認知した、いじめの態様（複数回答）
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1,254
R4

31
123.3%

137.4%

前年比

122.5%
37

127

113

15

136

軽くぶつかられたり、遊ぶふりをして叩かれたり、蹴られたりする。

127

83

320

件

件

95

R2

１年生

件 2,054

件

件

前年
増減

いじめが解消した

99.1

％

％

割合

件

件数

1,744

件 件％

％

割合

0.8

解消に向けて取組中

15.0

12.9263

15

2,0400

件数

いじめが解消した

その他（転校等）

割合

％

件 248

３年生

-54

R3

２年生

667R3

613 件

件

割合

合計

件

件 0

310 件

％ 0

割合

件数

件

件

99.2 0.0

14

件数 割合

0.0

件

R2 R3

件

中学校調査結果

件

金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨てられたりする。

嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させられたりする。

パソコンや携帯電話等で、誹謗中傷やいやなことをされる。

件数

396 19.4

381

1,442 70.2

％ ％

9

合計

1,063

62.5
106

前年比 105.5% 91.9%

103 5.0

8.9

ひどくぶつかられたり、叩かれたり、蹴られたりする。

金品をたかられる。



1 学校数
Ｒ４年度： （ ）

2 いじめの状況
（１）いじめの件数及び学年別内訳

（２）いじめの解消状況
　① 各年度調査時の状況

　 　② 令和３年度認知分の令和４年度末の状況

　 　③　令和２年度認知分の令和４年度末の状況

（３）いじめの発見のきっかけ

件 ％ 件 ％ 件 ％

件 ％ 件 ％ 件 ％

件 ％ 件 ％ 件 ％

件 ％ 件 ％ 件 ％

件 ％ 件 ％ 件 ％

（４）期間中に認知した、いじめの態様（複数回答）

① 件 件 件 件

② 件 件 件 件

③ 件 件 件 件

④ 件 件 件 件

⑤ 件 件 件 件

⑥ 件 件 件 件

⑦ 件 件 件 件

⑧ 件 件 件 件

⑨ 件 件 件 件

R4R3

2.8

249

１年生

249

件

合計

53

R3

件

件

64 件

件

件

件

件

249

43

件数

件2.1

合計

件

件

件 -6

割合

件

80

その他（転校等）

合計

243

R2 105

55.6% 83.1%

5％

％

高等学校調査結果

81.6

％

122 件

件数 割合

88.0

件

合計３年生

219

件

30

207

件

件数 割合

２年生

いじめが解消した

件数

％

割合割合

いじめが解消した

割合 件数

63

0

件

-8

75.566.5
12.1教職員等が発見

アンケート調査等学校の取組により発見

R3

135
44 -2

件

29

1
-2

割合

前年増減

件数

いじめが解消した

7
21

％ 1 0.4

解消に向けて取組中

7

件

件数

件

12.0

その他（転校等）

231

件 35 件

0

93.4% 90.6%

解消に向けて取組中

2.0

割合

％ 5

159

件

割合

％

％

件数

1.3

97.6

18

8.8

-24

態　　様　　

冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われる。

仲間はずれ、集団による無視をされる。

29

7

14

前年比

1.9

26
188

件 96.7

131

％

R4

％

件数

件

207

ひどくぶつかられたり、叩かれたり、蹴られたりする。

金品をたかられる。

金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨てられたりする。

嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させられたりする。

4

6

3 239

割合

件

2
163.6%
150.0%

40
6.8

6

9
54.7%

6

10 9

23
19

その他

本人の保護者からの訴え

本人からの訴え

3.6

9.6
7.6

2.9

14
95.7%

164 -13

10.4

R3

43

前年比

割合

18
3

12

4

5

46
11

-1 90.0%

39.1%

解消に向けて取組中

6

R2

件数

件 0.0

0.0

％ 38

前年
増減

件数

R4

-28

件数

78
13

R4

53
-14

-42

71.4%

19.3

割合

％

8.7

R2

9

91.2%

63.3

108.3%

その他（転校等）

件

239

パソコンや携帯電話等で、誹謗中傷やいやなことをされる。

148

件

18.4

58

件

その他

軽くぶつかられたり、遊ぶふりをして叩かれたり、蹴られたりする。

169

114

23

R3

R2

54

件



1 学校数
Ｒ４年度： （ ）

2 いじめの状況
（１）いじめの件数及び学部別内訳

（２）いじめの解消状況
　① 各年度調査時の状況

件 ％ 件 ％ 件 ％ 件
件 ％ 件 ％ 件 ％ 件
件 ％ 件 ％ 件 ％ 件
件 ％ 件 ％ 件 ％ 件
件 ％ 件 ％ 件 ％ 件
件 ％ 件 ％ 件 ％ 件
件 ％ 件 ％ 件 ％ 件
件 ％ 件 ％ 件 ％ 件

　 　② 令和３年度認知分の令和４年度末の状況

　 　③　令和２年度認知分の令和４年度末の状況

（３）いじめの発見のきっかけ

件 ％ 件 ％ 件 ％
件 ％ 件 ％ 件 ％
件 ％ 件 ％ 件 ％
件 ％ 件 ％ 件 ％
件 ％ 件 ％ 件 ％

（４）期間中に認知した、いじめの態様（複数回答）

① 件 件 件 件
② 件 件 件 件
③ 件 件 件 件
④ 件 件 件 件
⑤ 件 件 件 件
⑥ 件 件 件 件
⑦ 件 件 件 件
⑧ 件 件 件 件
⑨ 件 件 件 件

200.0%

合計

200.0%
-

100.0%

11

件数

0.0

小学部 高等部 合計

件 44

18

いじめが解消した

100.0 件

% ％

件数

10.7

2
件数 割合

0.0 12

件数 割合

件数
合　計

割合

R2

28
15.9

29

0.0

4
7

2.3

3.8

0 件 0.0

件

R4

11

R3

％

3

R3 R4 前年増減R2

16.1
6

件

件% 0

前年比

％

割合

11.5
57.7

前年
増減

R4

5 件

11 件

件

件

11

4

27

52

特別支援学校調査結果

0 0
6

100.0%
120.0%

-

5

1 4 4 0

0 1 2 1
0 3 6 3
1 0 1 1

18 17 17
1

0 0

2
0

5 5

件

軽くぶつかられたり、遊ぶふりをして叩かれたり、蹴られたりする。

ひどくぶつかられたり、叩かれたり、蹴られたりする。
金品をたかられる。

0

6

％

アンケート調査等学校の取組により発見

26 -5

8
11.5

教職員等が発見

％0 件

-65

5

2 3.6

件

50.0
19.6

6

100.0

83.9%
25.0%

件

1

仲間はずれ、集団による無視をされる。

65.9
6.8

29 31

15.4

0

その他
本人の保護者からの訴え
本人からの訴え

8

9
9.1

30

R3 件

81.8
5
9

0

18.2
0.0

中学部

%

35 4

割合

件0

その他（転校等）

11

％

中学部

態　　様　　
冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われる。

件

学部
件数

いじめが解消した

割合

小学部

いじめが解消した

49 7

0.0

件数 割合

%

解消に向けて取組中

0.0

27 0.0 % 0 件

100.0

高等部

割合件数

小中高総計
高等部

件

件数

0.0

％

件

0.0

R4

8高等部

0.0

R3 0

39

件数

89.7
2 0

23

件

0

10

100.0 ％

31

合　計

件

割合

中学部

25.8

87.5

5

28.8

0 10
11件

10.0

件数

83.3 16.7

小学部 9 90.0 1 0.0

1

0

0

0

小学部

0.0 0
件

割合

45.5

52
6

小中高総計 37 71.2 15

31

％

中学部

割合

解消に向けて取組中

0

0.0

6

件0.0

その他（転校等）

0

中学部

27％％

件

0

56

100.0

0 件 0.0

高等部

100.0

％31

12 件

割合

%

小学部 10

その他

件

件数

6

12.5
10.3

件

0.0
74.2

0.0
0.0

11

件

54.5

-4

解消に向けて取組中

0.0件

10 件

0 件

56

R2

件

件

39 件

12

8 件

件

件

31

その他
パソコンや携帯電話等で、誹謗中傷やいやなことをされる。

嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させられたりする。

金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨てられたりする。



いじめ問題等への組織的対応に係る全体構造

※条例は、目的や附属機関など中核的な部分のみ規定

山大附属学校 私立学校 市町村立小中学校 県立特別支援学校・高等学
校

〈参考〉・県と同様に、重大事態発生の場合
市町村立学校は市町村長へ報告
山形大学附属学校は文部科学大臣へ報告
・「いじめ問題への的確な対応に向けた
警察との連携の徹底について」

（令和５年２月文部科学省通知）

◇地域協議会（組織の強化）

村山 最上 置賜 庄内

総合支庁担当課（事務局）
青少年育成専門員
市町村立小中学校「いじめ解決支援チーム」
社会教育主事 （再掲）

◇市町村民会議

◇青少年育成連絡協議会等

地区総会（４地区）
各市町村の担当とのいじめ防止対策
の協議

山形県青少年育成県民会議
（山形県しあわせ子育て応援部）

◇教育局内いじめ問題対策会議
◇青少年育成月例懇談会（庁内各課・県警）
◇生徒指導担当者会議（教育事務所・センター）

山形県教育委員会

いじめのない学校づくりの推進

県立学校「いじめ防止・対策支援」
事業内容
・関係機関との連絡調整
・県立学校における研修実施
及び相談対応
・支援プログラムの周知

知

事

知事附属機関

山形県いじめ重大事態再調査委員会
推進法３０条②・３１条②、条例第１８条

○ 県教育委員会又は県立・私立学

校が行った調査結果について再調

査を行う。

山形県いじめ問題対策連絡協議会 推進法１４条①、条例第４条
１．目的：いじめ防止等に関係する機関・団体の連携を図る。（基本方針に基づく各年度の取組みの計画や実績に関して協議）
１．構成：会長（知事）、県教育委員会、県警察本部、県総務部、県しあわせ子育て応援部、山形大学附属学校運営部、

県福祉相談センター、山形地方法務局、市町村教育委員会協議会、県青少年育成県民会議、各校種校長会、
県医師会、県公認心理師・臨床心理士会、 県弁護士会、県ＰＴＡ連合会、大学教授等有識者、他

議会へ
再調査の報告
推進法３０条③

重大事態発生時

山
形
大
学

山
形
県
総
務
部

市
町
村
・

市
町
村
教
育
委
員
会

学 校

１．学校基本方針の作成（推進法１３条）２．「いじめ防止対策」組織の設置（推進法２２条）

市町村立小中学校「いじめ解決支援チーム」（４事務所）
１．目的 ・いじめ未然防止と解決支援

・求めに応じ調査活動協力
２．活動 （通 常）相談・指導・助言

（発生時）調査・解消の支援
３．構成員 青少年指導担当、エリアＳＳＷ

エリアＳＣ、担当指導主事、（弁護士等）

県立特別支援学校・高等学校 私立学校

重大事態発生

山形県いじめ防止基本方針 推進法１２条、条例第３条 → ◎いじめ防止等に係る対策の基本的な方向性 及び 対策の主な内容

いじめ・非行をなくそう県民運動

警察署への

通報
～生命・身体
又は財産に重
大な被害～
推進法２３条
⑥

◇基本方針

◇いじめ問題対策
連絡協議会

◇市町村教委の附属
機関（第三者機関）

◇首長による再調査の
ための機関

いじめの防止対策

資
料
２
－
１

規範意識の醸成

家 庭

発生の報告及び調査結果の報告

推進法３０条①・３１条①

総務部県教委

県教委附属機関 山形県いじめ問題審議会
推進法１４条③・２８条①、条例第１０条

１．役割 ①いじめ防止のための有効な対策を審議する。（全公立学校）
②重大事態発生時の調査検証（県立学校）

２．構成 法律、医療、心理、福祉、教育等の専門家

指導・支援指導・支援 指導・支援 指導・支援

県教委



市町村立学校におけるいじめ問題等への組織的対応に係る全体構造 
 

 

市
町
村
長 

首長部局 
再調査委員会 

重大事態発生 

市町村立学校 

重大事態発生

議会へ 
再調査の報告 

警察への 
通報 

調査結果の報告 

市町村いじめ問題対策 
連絡協議会 

 

市町村教育委員会 

 

市町村教育委員会附属機関 
市町村いじめ問題審議会 

 発生の報告 
第一報 

発生の報告 
第一報 

 

山形県いじめ問題対策 
連絡協議会 

 

山形県教育委員会 

 

 指導 

 

事故報告 

市町村教委 

市町村教委 

資
料
２
－
２

 



令和５年度いじめの防止等に向けた取組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 定期調査・問題行動等調査による報告（１～３期、年度末）  
・いじめの認知状況・解消状況・発見のきっかけ・態様等の把握 
・調査結果を受けた各学校におけるいじめ対策への評価  

(2) いじめ発見調査アンケートと面談の実施（６・１１月） 
・チェックリストや保護者アンケートも活用した積極的ないじめの認知 
・いじめの認知能力の向上、いじめ問題への的確な対応  

(3) 各市町村教育委員会における基本方針策定・組織の設置状況調査  
 ・いじめ問題への組織的な対応への支援、指導・助言  

 

山形県教育委員会 

(1) 教育事務所等生徒指導担当者会  
・いじめの認知状況、解消状況、態様等の分析 

・適切な対応、開かれた体制等の情報収集 

・外部専門家（ＳＣ，ＳＳＷ等）や関係機関との連携 

(2)不登校未然防止連絡協議会（年３回） 
・４教育事務所単位のいじめ・不登校未然防止、初期対応の推進 

・「居場所づくり」「絆づくり」「のりしろづくり」の取組み成果の普及 

 

☆児童生徒が安心できる「居場所づくり」 
・わかる・規範意識を育む授業づくり 
・「いじめを許さない・見逃さないためのリー
フレット」の活用 

☆児童生徒が主体的に取り組む「絆づくり」 
・話し合い活動の充実 
・児童会・生徒会活動による自浄力の育成 

☆情報モラル教育の推進 
 ・講演会・研修会や教科における指導の計画

的な実施 
 ・ＰＴＡとの連携による取組みの強化 
☆外部専門家等の活用の推進 
 ・ネットやコロナ関連のいじめ防止に関する

児童生徒、保護者への啓発 
☆”いじめ・非行をなくそう“やまがた県民運
動の実施 

 ・街頭運動や啓発活動等の実施 

未未然然防防止止  
 

重点１ 

☆児童生徒の示すいじめや悩みの兆候を把握する 
仕組みや発見ツールの工夫 

 ・教職員や保護者、児童生徒の気付きを促すチ

ェックリストやアンケート等の工夫 

 ・県教育センター作成ハンドブックの活用 
☆児童生徒や保護者が相談しやすい環境づくり 

 ・各学校のいじめ防止基本方針の見直しと 

保護者への周知 

・児童生徒が示す様々なサインを見逃さず、素早

く対応できる教育相談体制の充実 
☆スクールカウンセラー、スクールソーシャルワ
ーカー等の活用 

 ・ケース会議等における心理的福祉的観点からの指

導助言、実態把握 

早早期期発発見見・・早早期期対対応応  
 

(3) 山形県いじめ問題審議会 
 ・いじめの実態に関する考察と施策の効果

検証 

 

☆教職員間の情報共有、組織的対応の徹底 

・抱え込みを防ぎ、チームで正確に情報を把

握し、即応できる「体制づくり」 

☆ＰＤＣＡサイクルの確立 

 ・各学校のいじめ防止基本方針に沿った点

検・評価・改善のサイクルの確立 

・アンケートやチェックリストの見直しと効

果的な活用、面談結果の整理と共有、組織

的な活用 

☆市町村教育委員会への支援 

 ・重大事態対応への支援 

・各調査の結果等をもとにした、情報提供や

指導・助言 

 

適適切切なな対対応応  
 

調査に関すること 

(1) いじめ・不登校未然防止推進事業 

①いじめ・不登校防止連絡協議会の開催（４教育事務所で開催） 

②各地区での「居場所づくり」「絆づくり」「のりしろづくり（小中連

携）」の取組みの普及 

 (2) いじめ解決支援チームの設置（４教育事務所）  

   ・青少年指導担当・エリアＳＳＷによる未然防止、重大事案への対応  

(3) 「いじめ防止対策支援プログラム」の普及と活用（県教育センター） 

(4) 山形県いじめ問題対策連絡協議会 
 ・効果的な施策の実施に向けた関係機関等の

連携強化 

重点２ 重点３ 

会議に関すること 

施策に関すること 



“いじめ・非行をなくそう”やまがた県民運動 令和５年度の展開方向
令和５年６月
山形県青少年育成県民会議

令和４年度の取組み実績 ○評価と▲課題

１ 小・中学校・特別支援学校の児童・生徒を対象とする取組み
○標語の募集・周知

・夏休み前から県内全小・中・特別支援学校に対し標語を募集
・県内４地区の330校・54,436通の応募から優秀作品４点を選定
・優秀標語をポスターや県民運動情報誌に掲載した周知・啓発

１ 小・中・特別支援学校を対象とする取組み

○取組みが定着し、各学校で初期段階のい
じめを含め、早期発見・早期解決する意識
が醸成されている（いじめ認知件数の増加
＝相談しやすい環境と評価）。

▲児童・生徒は、毎年入れ替わることから、
今後も継続的な取組が必要。

＜令和４年度優秀標語＞

村山：いじめって 「見る」「する」「される」 どれもいや（尾花沢市・小４ 三浦奈結さん）

最上：ありがとう あふれる地域に いじめなし（戸沢学園８年 矢口 莉愛さん）

置賜：「助けて」を話す勇気と 聞く心 （高畠町・中２ 安達 小雪さん）

庄内：消しゴムで 消せない一言 ＳＮＳ（鶴岡市・小６菅原 伶太さん）

２ 高等学校の生徒を対象とする取組み
○ポスターデザインの作成

・運動の啓発用ポスター８点の応募があり、優秀作品１点を選定

○いじめ防止スローガンの作成

・公立校52校、私立校３校にてスローガンを作成

３ 全県的な運動推進・普及啓発に向けた取組み
○山形県青少年健全育成県民大会の開催

・10月30日 長井市立文化会館で開催（事務局：置賜地区）
青少年健全育成関係者約200名が参加し、大会宣言を承認

○いじめ・非行防止セミナーの開催（県民大会と同日開催）

・置賜地区（南陽市）の実践活動事例の発表
・脳科学に基づく対話術の有識者、黒川 伊保子氏による講演

○インターネットに関する研修会の開催

・11月11日 県庁講堂で開催（講師：臨床心理士 伊藤洋子氏）

○「児童・生徒と地域の大人の対話会」の開催（4地区＋全県オンライン）

・県内の各地区単位で、児童・生徒と地域の大人がいじめ防止に
ついて話し合う対話会を開催。また、県民運動10年目事業とし
て、各地区対話会代表者によるオンライン対話会を開催。

・大人・子どもそれぞれが、学校内の取組みだけに限らない
いじめ防止のあり方を幅広く考えることを意図し、地域に
根ざした形で対話する場を設定（ワークショップ形式）

○モンテディオ山形ホーム戦での普及啓発活動の実施

・10月23日 山形県総合運動公園にて、運動啓発用のポケッ
トティッシュを配布

○缶バッチや横断幕等啓発物品の活用（ジョンダナホール展示等）

４ 各地域における運動の展開（地区協議会・市町村民会議）
○街頭運動・地域行事や企業訪問における啓発

○講演会や研修会等の開催

・青少年育成推進員向けのいじめ・非行防止研修会等

○広報誌の発行・配布等による情報発信 etc…

２ 高校生を対象とする取組み
○生徒会を中心に継続的な取組みがあり、
いじめ防止意識の醸成や取組みが定着。

▲活動が校内に留まり、地域（県民）への
波及が不十分。

３ 全県的な運動推進・普及啓発に向けた取組み

○地域の活動事例の共有、いじめ防止やネ
ット社会の課題についてセミナーを実施。
年に一度、活動者等が一堂に会することで
県全体の情報共有と機運醸成が図られた。

○「対話会」事業では、青少年のリアルな
声を聞き、いじめ・非行の防止や地域の話
題で話し合うことで世代間交流が図られた。

○夏の安全県民運動に合わせ、関係機関等
に改めて周知を図ることで、運動の徹底
が図られている。

○県民会議から共催、協賛呼び掛け団体に
よる情報発信を促すことで、社員等をは
じめ、県民の意識醸成に寄与している。

▲コロナ禍やGIGAスクール端末による影響
で、青少年のネット利用の長時間化が一
層進んでおり、ＳＮＳを介したいじめや
犯罪被害も懸念される。これらの社会情
勢（課題）の変化に対応した知識の習得と、
情報共有が必要。

▲団体、地域によって取組みに温度差があ
り、さらに県民に運動を浸透させるため、
通年での啓発が必要。

４ 地域における運動の展開支援
○各地域の実情に沿って精力的に運動が展
開されており、県全体の非行少年等の
補導・検挙数が継続して減少している。

▲地域内での情報共有・交流が中心のため、
地域を超えた好事例の展開等が必要。

令和５年度の運動方針と主要事業

１ 小・中・特別支援学校を対象とする取組み
○標語の募集・周知（継続）
○各地区優秀標語の広報（強化）
・最優秀標語４点を掲載したポスター配布（継続

）に加え、各地区毎の優秀標語について県民会
議ホームページ、県ＳＮＳ等で広報する。

県立長井工業高等学校１年
小形 葉月さん 作

４ 地域における運動の展開支援

・各地区・市町村で展開される取組みへの助言
及び財政的支援を継続。

・県で集約した地域の活動実績をフィードバック又
は広く発信し、地域活動の更なる活性化を図る。

２ 高校生を対象とする取組み
○いじめ防止スローガン・ポスターの募集（継続）

○いじめ防止スローガンの広報（強化）
・スローガンについて、県民会議ホームページ
（継続）及び県ＳＮＳ等に掲載し、各高校の活動を
県民に広く周知し、活動の広がりを図る。

３ 全県的な運動推進・普及啓発に向けた取組み
○ 「いじめ・非行防止セミナー」開催（継続）

・地域活動実践者のニーズと社会情勢に合わせ
たテーマを選定し、有識者を招いた講演等を
行うセミナーを継続する。

○あんしんネット研修会(仮)の開催（継続）

青少年のネット利用の現状を学び、安全に利用す
るための対策に関する指導者向けの研修会を開催。

○ 「児童・生徒と地域の大人の対話会」の開催（継続）

・各地区毎に児童生徒と地域の大人が、いじめ
非行の防止や地域の実情に沿ったテーマで話
し合う対話会の開催を継続する。

○県内民間企業等と連携した啓発活動（強化）
協賛企業や団体への働きかけを強化し、新た
な会員の獲得、連携した広報・啓発活動を更に
推進する。

○青少年のネット利用について、発達段階に応じ
た保護者による適切な管理（ペアレンタルコン
トロール）の推進・啓発（継続）

資料３



資 料 ４

令和５年６月16日

山形県警察本部

いじめ問題に対する警察の取組について

１ 山形県警察における対応状況

(1) いじめに関する相談

平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年

受理件数 23 26 12 11 ９

(2) いじめに起因する事件

平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年

検挙件数 ０ ０ ２ ０ ０

２ 警察における基本方針

(1) 文部科学省通知を踏まえた対応

令和５年２月７日、文部科学省から都道府県教育委員会に対し、「警察に相

談又は通報すべき「いじめ」の19事例」を示し、

○ 重大ないじめ事案や犯罪行為として取り扱われるべき事案等は、直ちに

警察に相談又は通報し、適切に援助を求めなければならないこと

○ インターネット上のいじめが増加しており、児童ポルノ関連事犯は被害

拡大防止のため、直ちに警察に相談等を行い、連携して対応すること

○ 犯罪に当たらないものでも、重大な被害が現に生じている、又は重大な

被害に発展するおそれがある場合は、警察による注意・説諭も期待できる

ので、積極的に相談すること

等を内容とする通知が発出されたことを踏まえ、今後も学校と連携し、積極的

な対応を推進する。

(2) 基本的な考え方

学校におけるいじめ問題については、教育上の配慮等の観点から、一義的に

は教育現場における対応を尊重しつつも、犯罪行為がある場合には、被害少年

等や保護者の意向、学校における対応状況等を踏まえながら、警察として必要

な対応をとる。



令和 4 年度 実践報告        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山形県ＰＴＡ連合会「親学」補助事業（いのちの大切さに関する学習会） 

令和 4年度は、3団体（山形市ＰＴＡ連合会・西村山ＰＴＡ連合会・東置賜 PTA連合会）が
申請しそれぞれ、講演会・研修会を開催した。 

 
山形市ＰＴＡ連合会：「発達障害とは」～正しい理解と正しい対応のために～ 
西村山ＰＴＡ連合会：「生活習慣って何？」 
東置賜ＰＴＡ連合会：「親子で読書の楽しさを」（ＰＴＡ・地区公民館共同開催） 

山形県内 PTA協働参画型発信事業「いじめのない環境をこの山形から」の募集 

 
令和４年度募集事業 

小学校/中学校（ＰＴＡ）･･･4校から応募あり事業報告をしていただいた。 
 

酒田市立黒森小学校ＰＴＡ：黒森少年歌舞伎・少年太鼓の取り組み（継続） 
  鶴岡市立鶴岡第五中学校ＰＴＡ：ＳＮＳ五箇条 強調週間 
  庄内市立立川中学校ＰＴＡ：「いじめのない立中」を目指して 親子で考える標語づくり 
  米沢市立東部小学校ＰＴＡ：「いじめ予防は家庭から」親子をテーマに講演会の開催 
 
令和４年度の総会において実践報告 
      

天童市立第四中学校：「四の日」あいさつ運動及び家庭教育の見直し事業 
  寒河江市立陵南中学校：ＳＮＳ利用に関する PTA活動の推進 
  株式会社髙田地研：困った友達を助ける力・ 

支える力の育成とサンタの力で子供達の笑顔を咲かせる 
（令和３年度募集事業） 

 
令和 4年の「第 70回日本ＰＴＡ全国研究大会山形大会」第４分科会において実践報告 
 

   山形市立蔵王第二小学校ＰＴＡ：親子でともに育む「思いやりの心」育成事業 
   山形市立第十中学校ＰＴＡ：いじめ問題解決 100％を目指す  

ＰＴＡ第４者委員会の設立 
（令和 3年度募集事業） 

全国研究大会にて全国のＰＴＡの皆様に広く発信することが出来ました。 

 

                              

山形県ＰＴＡ連合会「親学」補助事業（人権教育）  
 
令和 4年度は、3団体（山形市ＰＴＡ連合会・最上地区 PTA 協議会・東置賜 PTA連合会）

が申請しそれぞれ、講演会・研修会を開催した。 
 
  山形市ＰＴＡ連合会：「子どもたちを見守り、健やかな成長を育むために」 

最上地区ＰＴＡ協議会：「子どもの自立に向けた親の望ましいかかわり方」 
  東置賜ＰＴＡ連合会：「メディアとの上手な付き合い方」 

資料５ 


